
 

｢目標」と「企画」 

６月の行事 
 今年度もPTA主催「夏休みのプール開放」

が予定されています。子どもたちの安全確保

のため、保護者様で分担して監視を行ってい

ただくことになっておりますので、必ず「救

急救命講習」を受けてください。 

救急救命講習会に参加を！ 

4 年生以上の子どもたちが委員会活動を行

っています。運営、環境、図書、栽培、体育、

保健安全など、各委員会に分かれて所属し、

学校のために役立つことを行います。ただ、

委員会の時間が月に一度しかとれないことも

あって、なかなか子どもたちの主体的な活動

に高まりにくいのが現状です。 

 

 

 

 

  

６月４日 プール開き    ６月８日 田植え  

６月10日 特別支援学級合同運動会(多良木町民体育館） 

６月1４日 6年生修学旅行（～15日 鹿児島） 

６月20日 童話発表会   

6月 29日 授業参観、懇談会、救急救命講習会 

校 訓 「自主・創意・忍耐」 

学校目標 「郷土に誇りをもち、心豊かで、主体的に行動できる 

行動目標 「気づき 考え 主体的・協働的に行動する人間性豊かな子ども」 

３つの響き愛 「あいさつ」「一人一人の考え」「ありがとう」が響き合う岩野小 

そこで、委員長会議を行い、それぞれの委

員会の「目標」とその目標を達成するための

「企画」を出し合い、みんなで確認し合いま

した。それと、「委員長は特別な役職であり、

責任者である。」という話もしました。ただ単

に、昨年度していたことをなんとなくやるの

ではなく、きちんと目標や目的意識をもち、

そのために効果的な取組は何かということを

考えながら活動してほしいと思います。今後、

各委員会が考えた企画の実践が楽しみです。 

 

 

大リーガーの大谷翔平選手は、学生時代、プロ野

球選手になるために「目標達成シート」を作成しま

した。彼は、一流になるためには練習だけでなく、

「運」や「人間性」も大切であると記述しています。

その中に、「ゴミを拾う」という項目があり、「ゴミ」

を拾うことは、捨てた人の「運」を拾うことだと考

え、実践していたようです。つい先日も、グラウン

ドに落ちているゴミをさりげなく拾う姿がTVに映

し出され、世界中の人から賞賛されていました。し

かし、大谷選手にとっては、もはやゴミを拾うこと

は目標達成のための努力ではなく、習慣化している

ことの一つなのではないかと感じます。 

水上村立岩野小学校 校長便り No.２ 文責：椎 由紀子 

｢ゴミ｣を拾うことは「運」を拾うこと 

徳・知・体の調和のとれた子どもの育成」 

 

イチロー選手も「自分で努力しているという認識

がなくなるくらい習慣化できるかどうかが大切だ」

と言っています。つまり「目標達成に必要なことを

当たり前のこととして継続して行う。それが習慣と

なれば、力となる。」ということだと思います。偉人

に学び、がんばれ！輝け！岩野っ子たち。 


